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4
月
24
日
、
稲
城
市
と
Ｔ
Ｒ

Ｅ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス（
株
）及

び（
株
）タ
ケ
エ
イ
と
の
三
者
間

で
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。
Ｔ
Ｒ
Ｅ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス（
株
）は
、（
株
）タ
ケ
エ
イ

と
リ
バ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
株
）が
経
営
統
合
し
、
令
和
3

年
10
月
1
日
に
誕
生
し
た
会
社

で
す
。

（
株
）タ
ケ
エ
イ
は
、
建
設
廃

材
の
処
理
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
目

的
と
し
て
起
業
し
、
そ
の
後
一

般
家
庭
か
ら
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
や
紙
お
む
つ
の
リ
サ
イ
ク
ル

に
ま
で
対
象
を
拡
張
し
て
き
た

廃
棄
物
処
理
事
業
者
、
リ
サ
イ

ク
ラ
ー
で
す
。
リ
バ
ー
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス（
株
）は
、
廃
棄
自

動
車
の
資
源
回
収
を
目
的
と
し

て
起
業
し
、
金
属
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
等
を
主
な
対
象
と
す
る

リ
サ
イ
ク
ラ
ー
で
す
。
こ
の
2

つ
の
会
社
が
経
営
統
合
す
る
こ

と
に
よ
り
、
全
国
展
開
す
る
総

合
リ
サ
イ
ク
ラ
ー
へ
と
発
展
し

て
き
ま
し
た
。

（
株
）タ
ケ
エ
イ
と
の
関
係

は
、
稲
城
市
の
友
好
都
市
で
あ

る
福
島
県
相
馬
市
の
前
市
長
で

あ
り
全
国
市
長
会
会
長
と
し
て

も
活
躍
さ
れ
た
立
谷 

秀
清
氏

か
ら
紹
介
を
い
た
だ
い
た
こ
と

で
始
ま
り
ま
し
た
。
同
社
は
最

近
、
相
馬
市
に
広
大
な
敷
地
を

購
入
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を

開
始
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
に
も
東
日
本
大
震
災
を
は

じ
め
大
規
模
災
害
の
都
度
、
災

害
廃
棄
物
の
処
理
に
協
力
い
た

だ
い
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

協
定
に
先
立
っ
て
、
ま
ず
市

役
所
に
来
て
い
た
だ
き
同
社
の

業
態
説
明
を
受
け
、
4
月
14
日

に「
川
崎
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
」を
視
察
し
て
意
見
交
換

の
後
、
今
後
の
協
働
を
始
め
る

べ
く
今
回
の
包
括
連
携
協
定
の

締
結
へ
と
進
み
ま
し
た
。

（
株
）タ
ケ
エ
イ
は
、
直
近
で

は
能
登
半
島
地
震
の
災
害
廃
棄

物
処
理
に
社
員
400
人
を
動
員
し

て
、
作
業
を
完
了
し
た
と
の
こ

と
で
す
。

私
は
立
谷 

秀
清
氏
か
ら
の

推
挙
に
よ
り
、
全
国
市
長
会
防

災
対
策
特
別
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
と
な
り
、
委
員
長
で
あ
る

熊
本
市
の
大
西
市
長
の
も
と
で

副
委
員
長
を
務
め
て
お
り
、
環

境
対
策
特
別
委
員
会
で
は
委
員

長
を
務
め
て
い
ま
す
。

両
方
の
委
員
会
で
課
題
と

な
っ
て
い
る
の
は
、
大
規
模
災

害
時
の
廃
棄
物
処
理
で
す
が
、

（
株
）タ
ケ
エ
イ
は
、
こ
れ
ら
に

つ
い
て
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
る
の
み

な
ら
ず
、
被
災
現
地
の
災
害
廃

棄
物
仮
置
場
の
運
営
に
つ
い
て

も
受
託
で
き
る
と
い
う
力
強
い

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
そ
の
点

で
立
谷 

秀
清
氏
が
ぜ
ひ
と
も

会
う
べ
き
だ
と
紹
介
し
て
い
た

だ
い
た
も
の
で
す
。

今
回
は
、
将
来
的
に
全
国
市

長
会
と
の
協
定
締
結
も
念
頭
に

置
き
な
が
ら
、
ま
ず
は
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、

稲
城
市
に
お
け
る
次
の
点
に
つ

い
て
協
定
締
結
を
し
ま
し
た
。

①
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク・紙
お
む
つ・

不
燃
物
の
再
資
源
化
、
サ
ー

キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
実
現

②
災
害
廃
棄
物
の
再
資
源
化
、

災
害
時
の
協
力

③
市
民
の
理
解
促
進
と
行
動
変

容
を
促
す
啓
発
活
動

④
市
広
報
等
へ
の
掲
載
の
た

め
、
相
互
に
報
告
と
情
報
共
有

⑤
そ
の
他
必
要
な
こ
と

な
お
、（
株
）タ
ケ
エ
イ
は
大

船
渡
市
の
林
野
火
災
に
も
取
り

組
ん
で
お
り
、
火
災
で
焼
け
た

樹
木
の
伐
採
、
そ
れ
ら
を
チ
ッ

プ
化
し
て
の
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
、
伐
採
後
の
植
林
と
、
林
業

へ
の
取
り
組
み
も
進
め
て
お

り
、
今
後
は
岩
手
県
大
槌
町
の

火
災
に
も
取
り
組
む
予
定
と
の

こ
と
で
す
。

今
回
は
た
い
へ
ん
有
用
な
企

業
の
紹
介
を
受
け
、
一
般
廃
棄

物
の
再
資
源
化
の
み
な
ら
ず
災

害
廃
棄
物
の
処
理
計
画
も
前
進

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

稲城市長

環
境
課
題
等
に
関
す
る

包
括
連
携
協
定
の
締
結

市
長
コ
ラ
ム

No.172

募
集
し
ま
す

認
定
農
業
者

ご
協
力
く
だ
さ
い

有
害
物
の
分
別
徹
底

参
加
者
募
集

ご
み
の
ゆ
く
え
を

�

知
ろ
う
！

夏
休
み
処
分
場
見
学
会

悪
天
候
時
の
ご
み
回
収

認
定
農
業
者
と
は
、
農
業
経
営

基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
き
、
自

ら
が
作
成
し
た
5
年
間
の
農
業
経

営
改
善
計
画
が
市
に
認
定
さ
れ
た

農
業
者
の
こ
と
で
す
。

農
作
業
の
合
理
化
や
生
産
性
の

向
上
等
に
よ
り
、
農
業
経
営
を
安

定
さ
せ
る
よ
う
意
欲
を
持
っ
て
農

業
に
取
り
組
む
農
業
者
を
募
集
し

ま
す
。

申
窓
口〔
7
月
1
日（
水
）〜
〕

※
申
請
書
は
経
済
課
で
入
手
可

限
9
月
30
日（
水
）

制
度
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

日
7
月
14
日（
火
）

時
午
後
6
時
〜

場
マ
ス
ヤ
ビ
ル
205
号
室（
東
長
沼

2
1
0
6
の
5
）

申
電
話

限
7
月
8
日（
水
）

先
問
経
済
課
農
政
係

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
等
の
充

電
池
、
電
気
シ
ェ
ー
バ
ー
・
モ
バ

イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
等
の
充
電
池
を

取
り
外
せ
な
い
小
型
電
子
機
器

は
、
有
害
物
と
し
て
出
す
か
、
市

内
11
カ
所
に
設
置
し
て
い
る
専
用

回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。
誤
っ
て
燃
え
な
い
ご
み
に
混

入
す
る
と
、
ご
み
処
理
施
設
内
で

火
災
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。近

年
、
ご
み
収
集
車
や
ご
み
処

理
施
設
等
で
火
災
が
急
増
し
て
い

ま
す
。
ご
み
を
出
す
前
に
、
も
う

一
度
、
正
し
く
分
別
さ
れ
て
い
る

か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
生
活
環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク

ル
係

皆
さ
ん
が
出
し
た
ご
み
が
ど
の

よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
る
の
か
、

学
び
ま
せ
ん
か
。
詳
細
は「
東
京

た
ま
広
域
資
源
循
環
組
合
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
多
摩
地
域
在
住
の
小
学
4
年
生

〜
中
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
保

護
者

日
場
○
7
月
28
日（
火
）＝
立
川
市

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
・
二
ツ
塚
処

分
場
・
谷
戸
沢
処
分
場（
集
合
・

解
散
＝
JR
立
川
駅
北
口
付
近
）

○
7
月
30
日（
木
）＝
柳
泉
園
ク

リ
ー
ン
ポ
ー
ト・二
ツ
塚
処
分
場・

谷
戸
沢
処
分
場（
集
合
・
解
散
＝

西
武
線
東
村
山
駅
東
口
付
近
）

○
8
月
4
日（
火
）＝
ク
リ
ー
ン
プ

ラ
ザ
ふ
じ
み
・
二
ツ
塚
処
分
場
・

谷
戸
沢
処
分
場（
集
合
・
解
散
＝

JR
三
鷹
駅
北
口
付
近
）

時
お
お
む
ね
午
前
8
時
15
分
〜
午

後
6
時
15
分

定
各
日
36
人（
申
込
者
多
数
の
場

台
風
や
強
風
等
の
悪
天
候
に
よ

り
、
資
源
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

設
置
し
た
カ
ゴ
が
飛
散
す
る
恐
れ

が
あ
る
時
は
、
回
収
を
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
、

次
の
回
収
日
ま
で
自
宅
で
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

回
収
を
実
施
す
る
場
合
で
も
飛

散
等
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
当

日
の
朝
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
回

収
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
市

等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
生
活
環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク

ル
係介

護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担

の
割
合
を
示
す
負
担
割
合
証（
令

和
8
年
8
月
1
日
よ
り
有
効
）を

7
月
に
順
次
送
付
し
ま
す
。
負
担

割
合
は
所
得
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
。

詳
細
は
同
封
の
通
知
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

対
要
介
護
・
要
支
援
の
認
定
を
受

け
て
い
る
方
、
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
の
対
象
の
方

問
高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
係

　出産・教育・住宅資金の工面が必要な方に、取扱金融機関への融資あっせ
んと金利の補助を行います。条件等の詳細は市 をご覧ください。
▷融資内容と限度額（返済期間）
○出産資金（分娩・入院費用等）＝50万円（3年以内）
○教育資金（入学金・授業料等）＝100万円（5年以内）
○�住宅資金〔増改築等（耐震補強・アスベスト除去工事を含む）〕＝300万円（5
年以内）
※いずれも、融資額が20万円以内の場合は2年以内
▷融資利率　�本人負担＝1.313％（名目利率＝3.45％、市補助＝2.137％）
※利率は変わる場合有り。
�▷取扱金融機関　
さわやか信用金庫稲城支店・矢野口支店、城南信用金庫稲城支店、きらぼし
銀行稲城支店・稲城向陽台支店（稲城支店内）・若葉台支店・稲田堤支店
問市民協働課市民相談係

出産・教育・住宅資金の融資あっせん
ご利用ください

送
付
し
ま
す

介
護
保
険
負
担
割
合
証

合
は
抽
選
）

費
1
千
円（
昼
食
代
含
む
）

申「
東
京
た
ま
広
域
資
源
循
環
組

合
」
内
申
込
フ
ォ
ー
ム
、
は
が

き（
必
要
事
項
○
件
名「
夏
休
み
処

分
場
見
学
会
参
加
希
望
」○
参
加

希
望
日
○
参
加
者
全
員
の
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
郵
便
番
号
・

住
所
・
電
話
番
号
〕

限
7
月
6
日（
月
）午
後
5
時

先
問
東
京
た
ま
広
域
資
源
循
環
組

合「
夏
休
み
処
分
場
見
学
会
」係

（
〒
190
・
0
1
8
1
西
多
摩
郡
日

の
出
町
大
字
大
久
野
7
6
4
2
）　

☎
042
・
597
・
6
1
5
2

あなたのスマホで体験！
特殊詐欺被害防止
体験会

　詐欺電話の種類は多岐にわたり、巧妙化しています。被
害は高齢者だけでなく、若年層にも広がっています。実際
の詐欺犯の音声や架空料金請求の手口等を体験し、騙されな
い対処法を学びます。詳細は市 （下記参照）をご覧ください。
対市内在住の方
日7月6日（月）
時午前10時～
場地域振興プラザ4階会議室
定50人（申込先着順）〔6月15日（月）～〕
持スマートフォン
申市 内申込フォーム、電話
限6月30日（火）
先問総務契約課総務係

▲リチウムイオン電池による発火

▲協定締結式

▲視察の様子

▲資源回収ステーション


